
＜ＮＰＯ法人等の非農家等との連携を実施している事例＞

○農作物生産と共生できる里地里山保全活動

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岩手県 一関市花泉町 樺の沢
いちのせきしはないずみちよう か ば の さ わ

協 定 面 積 田（96％） 畑（4％） 草地 採草放牧地
7.6ha 水稲、牧草 野菜

交 付 金 額 個人配分 50％
73万円 共同取組活動 担当者活動経費 5％

50％ 農業生産活動等の体制整備 23％（ ）
水路、農道等の維持・管理等経費 10％
交付金の積立・繰越 12％

協定参加者 農業者 13人、非農業者2人、ＮＰＯ法人（構成員32人）

２．取組に至る経緯

当集落の農家１戸あたりの平均経営面積は50ａと小規模であり、兼業農家の割合も高

く、個別営農が行われている。ほとんどの農家では、農機具の老朽化が進み現在の農業

経営では収益の確保も難しいくなっていることや水路・農道の維持管理の体制が不明確

であったことから、集落での話し合い結果、集落協定参加者の相互理解により集落ぐる

みの農業生産活動体制を目指すこととした。

３．取組の内容

平成18年より、里地里山保全と農産物の高付加価値化を目指しＮＰＯ法人「里山自然

学校はずみの里」との連携により自然回復マップ作成と定例的な自然観察会を行ってい

る。

また、花泉町グリーン･ツーリズム推進協議会とも連携して集落内の３戸では、首都

圏の修学旅行生を受け入れており、農作業体験や伝統の餅料理の創作体験を行うなど交

流を図っている。さらに、農産物の高付加価値化としては水稲の特別栽培米の栽培と作

付けの拡大に取り組んでいる。

自然観察会 水質浄化の作業



［集落の将来像]
○ 高付加価値農業の実践と多面的機能の持続を図り地域の信頼感と共同活動を高めて、効率的かつ安定
的な農業経営を目指し、営農生産集団の設立に取り組む。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 高付加価値化に向けた米の特別栽培米の作付けの推進
○ ＮＰＯ法人と連携し自然生態系の保全活動の実施

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践
（田7ha、畑0.3ha） （約0.5ha、年2回） （水稲有機特別栽培1.6ha（20

％）実施、目標0.7ha)
個別対応 共同取組活動

共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路1.8km、年1回 清掃 ＮＰＯ法人等との連携

年2回 草刈り （ＮＰＯ法人「里山自然学校は
・道路0.7km、年2回 草刈り ずみの里」と連携し、自然観察

会を実施）
共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

共同取組活動

集落外との連携
○ ＮＰＯ法人「里山自然学校はずみの里」と連携し、小学生も参加できる自然観察会
を定例で行い、里山保全に取り組みながら安全な農産物を生産している。また、花
泉町グリーン･ツーリズム推進協議会と連携して首都圏の中学校生の修学旅行を受入
れ、農作業体験や郷土食の餅料理の創作体験など交流に取り組んでいる。

４．取組による変化と今後の課題等

ＮＰＯ法人との連携による自然観察会の取組を通じ、里山の自然を保全することの重

要性と里山の持つ価値について、参加者に認識を深めてもらうことができた。

今後は、自然保護保全活動と農産物販売体制の連携付けにより、特別栽培米、古代米

及び行者ニンニクなどの高付加価値化により農業経営の安定化を図り、意欲のある農業

者の育成を目指していきたい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 特別栽培米の作付け拡大（当初0.3ha、目標0.7ha、H21実績1.6ha）
○ 都市住民等との交流による地域の活性化

ＮＰＯとの連携し小川の水質浄化の実施（5名(H19)、5名(H20)、5名(H21)）・
・修学旅行生の農作業体験者の受入（3名(H17)、6名(H18)、6名(H19)、6名(H20)、9名(H21)）


